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田中功起
1975年栃木県生まれ
京都府拠点
「複数の人間が、過去、現在、未来に
おいて、ある出来事や経験を共有す
ることは可能か」という問いをめぐり、
記録映像やインスタレーションの展
示、テキストによる考察、トークや集
会の企画など多様な方法で探求して
いる。撮影のために組織される仮構の共同体で生じるズレや
失敗も含め、個人や集団の営みを凝視し、その内と外にある
社会、歴史、制度を含めた考察そのものを作品の一部として
開示。その根底には、現代アートを取り巻く既存の枠組みや
制度を検証し、再定義しようとする批評性が貫かれ、作品制
作と並行して執筆や言論活動も精力的に展開している。

主な作品発表・受賞歴
2018  個展「Vulnerable Histories (A Road Movie)」ミグロ現

代美術館、チューリッヒ（スイス）
2017  ミュンスター彫刻プロジェクト2017、ミュンスター（ドイ

ツ）
2017  第57回ヴェネツィア・ビエンナーレ「VIVA ARTE VIVA」

ヴェネツィア（イタリア）

Photo: Motoyuki Daifu

Selected Works & Awards
2018  Vulnerable Histories（A Road Movie）（solo）, Migros 

Museum für Gegenwartskunst, Zürich, Switzerland
2017 Skulptur Projekte Münster, Münster, Germany
2017 57th Venice Biennial, VIVA ARTE VIVA, Venice, Italy

TANAKA Koki
Born 1975 in Tochigi, Japan
Based in Kyoto, Japan

Through various methodologies such as documentary 
style video, installation work, critical writing, and also 
curating public talks and gatherings, Tanaka Koki 
explores the question of how people can share a past, 
present, or even future experience or events as one's 
own. He assembles temporary communities for his film 
and captures people's behavior including slippages and 
missteps; it unlock the very considerations to the social, 
the historical, and the institutional aspect of these human 
activities. In parallel to his artistic production Tanaka 
is vigorously developing his activities as a writer and 
speaker, following through on his critical intuition, which 
has led him to investigate the existing frameworks and 
institutions surrounding contemporary art, and to attempt 
to redefine them.

眠れない、暗く長い夜、あなたは誰のことを最初に思
い浮かべるだろうか。かつての恋人だろうか、いまの
自分のパートナーだろうか、あるいはあなたを傷つけ
た友人だろうか、それとも家族だろうか。

家族・1
あなたがこの場所に存在することは、その家族史の中
の、さまざまな偶然の出会いの連なりの結果であり、
その意味では、あなた自身の家族史を含む、人類史の
ひとつの到達点でもある。

「家族」という言葉にはいろいろな響きがある。伝統的
なあり方からナショナリズムへと結びつけられ、一方
で一時的な繋がりの中で育まれる関係、例えば映画制
作クルーを指して家族のようだということもできる。

思想家の東浩紀は家族の特徴を次の三つに分けてい
る。強制性（簡単には入退出ができない集団）、偶然性
（子どもは偶然なものとして生まれてくる。家族構成の
たまたまさ）、そして拡張性（一緒に住み、同じ釡の飯
を食えば家族である。かならずしも血縁関係ではない）。
つまり「家族」というとき、その集団はある程度の強固
な繋がりを持ち、でも偶然に構成され、なおかつ拡張
可能であるようなものを指す。

「家族のメンバーシップは私的な情愛だけで支えること
が可能なので、ときに種の壁すら越えてしまう。それは
憐れみ（empathy）が引き起こした誤配（misdelivery）
である」
（東浩紀「第五章　家族」『ゲンロン0 観光客の哲学』

株式会社ゲンロン、2017）

例えば猫などのペットを家族の一員であるとぼくたち
は言う。種の壁すらも越えてしまう情愛をもつ家族概
念の拡張性。一時的に生活を共にするだけでも、ある
種の繋がりが生じる可能性はあるかもしれない。

ルーツ
海外をルーツとする親を持つ人びとを日本ではまとめ
て「ハーフ」と呼び（Half Brazilian、Half Japaneseの

今回、抽象絵画を出演者たちに描いてもらうにあたっ
て、社会政治史とどのようにペインターたちや絵画制
作が関連づけられるのかを、キュレーターの蔵屋美香
さんに考えてもらった。彼女は、2011年の東日本大震
災と絵画を繋げる展覧会を企画していた。出演者によ
る絵画制作も、ペインターであり友人でもある佐々木
健に手伝ってもらった。そういえば、この三人で震災
から一年後の2012年に被災地を訪れたことがある。

絵画制作は、ペインターがひとり絵画スタジオに籠もっ
て行われる、社会と断絶した行為であると思われがち
である。しかし、例えば1930年代以降、ナチス政権
下で退廃芸術として認定されたペインターたちは難民
化し、その多くはアメリカに亡命し、それが別のアー
トシーンを作ったことはよく知られている。あるいは、
ローラ・オーウェンスは自分の作品の発表の場所を地
元のコミュニティのためのスペースとしてオープンし、
総合的な活動としてアート・プラクティスを捉えている
（後にその場所が反ジェントリフィケ̶ションの象徴と
して糾弾され、スペースが閉じたことは残念だったけ
れども）。つまり社会の動向の中にアーティストも巻き
込まれている。

ようには言わずに）、さらに「外国人」と見なす。彼ら・
彼女たちの国籍が日本であっても、あるいは日本で育っ
たとしても、例えば多少の外見的な違いがあるだけで
「外国人」と名指される。つまり差別の対象になる。パ
リやロンドン、ロサンゼルスなどでの生活経験がある
人からすれば、そもそもこの感覚は不思議なものに感
じるだろう。さまざまなバックグラウンドを持つ人び
とが多く暮らす街の中で、上記のような「日本人」と「外
国人」というような二分法は意味をなさない。

このプロジェクトに登場する主人公たちは、ボリビア
や朝鮮半島、バングラディッシュやブラジルにルーツ
がある親を持つ。日本で生まれたり、子供のころに日
本に来ているから、母語は日本語であり、日本の文化
環境の中で育った人びとである。

日本には、日本人は単一民族であるという幻想がある。
小さな島国であっても、それぞれの地域には別々の文
化があり、食べる料理にも違いがある。もちろん沖縄
の人びとやアイヌ民族を考えれば簡単には「単一民族」
であるとは言えないはずだ。このプロジェクトのアド
ヴァイザーをお願いした社会学者の下地ローレンス吉
孝さんの研究から明らかなのは、第二次世界大戦後、
海外ルーツの日本人は既に日本社会の中に存在し、日
本国籍をもつにも関わらず、外見やルーツによって「外
国人」化され、見えなくされてきたことだ。移民をめぐ
る問題は、近年の課題として日本で扱われるが、多様
な日本人像が定着していないこと自体を本来は疑うべ
きなのだ。

ソーシャリー・エンゲイジド・アブストラクト・
ペインティング（社会関与的抽象絵画）
抽象絵画は、色と形を認識しうる視覚機能を備えた、
ある意味では普遍的な人間像を観客として想定する。
それは時代や地域、人種も越える。抽象絵画は、その
意味では、平等という思想を前提にしている。もちろ
んそれが理由かどうかはわからないけど、以前ぼくが
ギリシャのアナーキスト・カフェやインディペンデント・
ブックショップ、難民支援センターなどを調査で訪ね
たとき、そこにはなぜかいつも抽象絵画が壁にあった。

家族・2
今回ぼくは、「家族」という単位から人びとの来歴を見
つめなおす。このプロジェクトがなければ出会うこと
のなかったばらばらの四人。彼ら／彼女たちは、複雑
な文化的ルーツ（かつての日系移民政策や戦争、ある
いは人の、グローバルな移動の中で生じた結果として）
と多様な背景を持つ人びとである。

劇場の中には家族史と個人史が反響し、スタジオでは
抽象絵画が制作される。演じられた言葉と自分の言葉、
疑似家族とそれぞれのリアルな家族史、そして4 人の
協働によって描かれた異なる形式が同居する抽象絵画
と、四人が織りなす会話や行為の集積としての生活。
一軒家に集まった、いわば偶然の「家族」の暮らしは、
フィクションと現実の間で、いつの間にか私たち自身
に「自分とは何者であるのか」という原理的な問いを提
示することになるだろう。
 （2019年6 月・東京と京都にて）

アーティスト・ノート
田中功起




